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＊進研アド受託調査結果（2019年）より

＊一例として、大学が発信する最新の情報と、高校からのニーズ、相談、依頼等をマッチングさせる高大間のコミュニケーションプラットフォームとして、「ＳＹＭＰＡ」（進研アド）がある

　入
試
の
比
重
が
年
内
入
試
に
移
り
つ

つ
あ
る
現
在
、
高
校
教
員
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
度
が
増
し
て
い

ま
す
。
年
内
入
試
の
場
合
、Ａ
Ｐ
や
教

育
の
特
色
が
重
視
さ
れ
、
志
望
理
由
書

な
ど
の
提
出
書
類
作
成
を
指
導
す
る
た

め
、
高
校
教
員
の
関
与
が
特
に
強
く
な

り
ま
す
。
そ
も
そ
も
高
校
教
員
の
生
徒

へ
の
大
学
推
奨
度
は
、
そ
の
大
学
の
学

び
を
知
っ
て
い
る
か
否
か
で
５
倍
の
差

が
あ
り
ま
す
【
図
表
１
】。
加
え
て
、
生

徒
自
身
の
変
化
も
あ
り
ま
す
。
昨
今
は

ネ
ッ
ト
や
S
N
S
上
に
あ
ま
り
に
情
報

が
あ
ふ
れ
て
い
る
た
め
、
自
分
で
判
断

で
き
ず
、
高
校
教
員
や
保
護
者
な
ど
、

信
頼
で
き
る
大
人
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

に
頼
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　高
校
教
員
と
の
代
表
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
機
会
の
一
つ
が
、
近
年
、
重

視
さ
れ
て
い
る
高
校
訪
問
で
す
。
た
だ
、

中
に
は
高
校
と
の
関
係
が
深
ま
ら
ず
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
ブ
ラ
ン
ド
形
成
に
つ
な

が
ら
な
い
高
校
訪
問
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　例
え
ば
、
校
数
を
重
視
し
て
教
職
員

を
総
動
員
す
る
、
や
み
く
も
な
訪
問
。

十
分
な
研
修
や
目
線
合
わ
せ
が
な
い

と
、
訪
問
者
に
よ
り
話
す
内
容
が
異
な

り
、
高
校
か
ら
見
た
大
学
像
が
定
ま
り

ま
せ
ん
。
学
部
改
組
や
前
年
の
入
試
と

の
違
い
な
ど
「
変
更
点
」
し
か
話
さ
な

い
、
所
属
学
部
や
部
署
の
こ
と
し
か
答

え
ら
れ
な
い
な
ど
、
自
学
の
知
識
が
少

な
い
ス
タ
ッ
フ
も
、
高
校
教
員
が
進
学

を
推
奨
す
る
材
料
を
提
供
で
き
な
い
で

し
ょ
う
。
元
高
校
校
長
を
訪
問
ス
タ
ッ

フ
に
し
た
場
合
、
現
場
の
進
路
指
導
教

員
に
丁
寧
な
情
報
提
供
が
で
き
て
い
な

い
残
念
な
例
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

　大
学
・
高
校
双
方
に
と
っ
て
意
義
あ

る
高
校
訪
問
に
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

を
５
つ
挙
げ
て
み
ま
す
【
図
表
３
】。

①
改
組
や
入
試
変
更
点
の
情
報
提
供
も

必
要
で
は
あ
り
ま
す
が
、
最
も
重
要
な

目
的
は
、
自
学
の
教
育
の
特
色
を
共
有

し
、
そ
れ
に
適
し
た
生
徒
に
進
学
を
勧

め
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
高
校
側
の
課
題
の
把
握
な
ど
、
相
互

年
内
入
試
成
功
の
鍵
は

高
校
教
員
か
ら
の
信
頼
度

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
す
。

②
自
学
が
何
を
し
て
い
る
か
で
は
な

く
、
自
学
に
入
学
し
た
ら
ど
う
な
る
の

か
、
生
徒
を
主
語
に
話
し
ま
し
ょ
う
。

め
ざ
せ
る
人
材
（
ビ
ジ
ョ
ン
）、
そ
れ

を
可
能
に
す
る
教
育
（
プ
ロ
セ
ス
）、

過
去
の
入
学
者
の
成
長（
エ
ビ
デ
ン
ス
）

を
セ
ッ
ト
で
伝
え
る
べ
き
で
す
。

③
研
修
を
し
、
訪
問
ス
タ
ッ
フ
に
目
的

と
高
校
教
員
に
理
解
し
て
ほ
し
い
内
容

を
共
有
し
、
同
じ
言
葉
・
熱
量
で
自
学

の
教
育
を
語
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
ブ

ラ
ン
ド
向
上
に
も
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

④
訪
問
先
の
高
校
は
、
大
学
入
学
後
に

伸
び
る
生
徒
が
多
い
高
校
、
自
学
向
き

の
生
徒
が
多
い
は
ず
な
の
に
進
学
者
が

少
な
い
高
校
な
ど
を
、
戦
略
的
に
選
ぶ

必
要
が
あ
り
ま
す
。
面
会
相
手
も
、
進

路
指
導
主
任
だ
け
で
な
く
、
探
究
学
習

担
当
な
ど
、
教
育
へ
の
関
心
が
高
い
教

員
を
開
拓
し
ま
し
ょ
う
。
校
内
外
で
イ

ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
に
な
っ
て
く
れ
る
期

待
が
持
て
ま
す
し
、
公
立
校
で
あ
れ
ば

異
動
先
に
も
好
影
響
が
見
込
め
ま
す
。

⑤
面
会
時
に
す
る
こ
と
は
、
伝
達
よ
り

も
傾
聴
で
す
。
例
え
ば
「
○
○
学
部
を

新
設
し
ま
す
」
を
、「
学
部
の
違
い
が

わ
か
ら
ず
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
」
と
言

い
換
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
相
手
の
課

題
、
自
学
へ
の
疑
問
な
ど
、「
宿
題
」
を

も
ら
え
れ
ば
関
係
性
が
継
続
し
ま
す
。

　応
用
編
と
し
て
、「
戦
略
上
、
重
要

な
高
校
や
教
員
を
訪
問
す
る
際
は
、
学

長
が
出
向
く
」「
会
っ
て
く
れ
な
い
高

校
に
は
、
そ
の
高
校
出
身
の
学
生
を
帯

同
す
る
」「
    ＊

　
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
併
用
す

る
」
と
い
っ
た
方
法
も
効
果
的
で
す
。

　高
校
教
員
が
何
よ
り
関
心
を
寄
せ
る

の
は
、
生
徒
の
こ
れ
か
ら
の
成
長
、
つ

ま
り
未
来
の
話
で
す
。
伝
え
た
い
実
績

が
い
く
つ
も
あ
る
の
は
す
ば
ら
し
い
こ

と
で
す
が
、
実
績
は
あ
く
ま
で
過
去
の

話
。
深
い
共
感
や
信
頼
を
得
る
に
は
、

中
長
期
計
画
等
で
掲
げ
た
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
、
大
い
に
意
見
を
交
わ
す

べ
き
で
し
ょ
う
。
生
徒
の
成
長
を
自
学

の
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
一
環
と
考
え
る
な

ら
、
高
校
訪
問
は
単
に
入
試
広
報
の
一

業
務
で
は
な
く
、
中
長
期
計
画
達
成
の

重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
め
ざ
す
未
来

が
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
受
け
入
れ
ら

れ
て
こ
そ
、
自
学
に
好
意
的
な
大
学
ブ

ラ
ン
ド
が
立
ち
上
が
り
ま
す【
図
表
2
】。

　現
状
、
高
校
か
ら
何
の
イ
メ
ー
ジ
も

持
た
れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
大
学
は
、

訪
問
先
を
増
や
す
前
に
、
未
来
に
対
す

る
約
束
を
ト
ッ
プ
が
発
信
し
、
め
ざ
す

ブ
ラ
ン
ド
の
軸
を
定
め
る
べ
き
で
し
ょ

う
。
そ
の
軸
づ
く
り
こ
そ
が
、
所
属
や

立
場
に
か
か
わ
ら
ず
同
じ
ビ
ジ
ョ
ン
を

語
れ
る
組
織
づ
く
り
の
第
一
歩
で
す
。

【図表3】教育の接続につなげる高校訪問見直しの５つのポイント

【図表1】高校教員が生徒に勧める大学（よく勧める＋勧める）
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高
大
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担
当
者
が
直
に
接
す
る
高
校
訪
問
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、

教
育
ブ
ラ
ン
ド
形
成
の
効
果
的
な
一
手
と
な
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。

【図表2】これからのブランドコミュニケーション
～ステークホルダーの関心に合った未来を語らずして大学ブランドは成立しない

未来
を語る

ステークホルダーの関心 ブランド

コンテンツ×コミュニケーション未来志向の進路探究

学んだことが将来どう生かせるのか？
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（株）進研アド
エリアプランニング部部長

新 井  千 晶
あらいちあき●大学・専門学校
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の 戦 略 立 案 サポートを行う。
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賞の受賞多数。
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□入試の変更点や新設改組
など、一方的な情報提供と
受験のお願いだけで終わる

□「大学」が主語
□大学が宣伝したいことを一

方的に話す
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□入試や新設改組などの変更
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▶事前に訪問先の情報を把握し、高校教員
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ション」が重要
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が
持
て
ま
す
し
、
公
立
校
で
あ
れ
ば

異
動
先
に
も
好
影
響
が
見
込
め
ま
す
。

⑤
面
会
時
に
す
る
こ
と
は
、
伝
達
よ
り

も
傾
聴
で
す
。
例
え
ば
「
○
○
学
部
を

新
設
し
ま
す
」
を
、「
学
部
の
違
い
が

わ
か
ら
ず
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
」
と
言

い
換
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
相
手
の
課

題
、
自
学
へ
の
疑
問
な
ど
、「
宿
題
」
を

も
ら
え
れ
ば
関
係
性
が
継
続
し
ま
す
。

　応
用
編
と
し
て
、「
戦
略
上
、
重
要

な
高
校
や
教
員
を
訪
問
す
る
際
は
、
学

長
が
出
向
く
」「
会
っ
て
く
れ
な
い
高

校
に
は
、
そ
の
高
校
出
身
の
学
生
を
帯

同
す
る
」「
    ＊

　
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
併
用
す

る
」
と
い
っ
た
方
法
も
効
果
的
で
す
。

　高
校
教
員
が
何
よ
り
関
心
を
寄
せ
る

の
は
、
生
徒
の
こ
れ
か
ら
の
成
長
、
つ

ま
り
未
来
の
話
で
す
。
伝
え
た
い
実
績

が
い
く
つ
も
あ
る
の
は
す
ば
ら
し
い
こ

と
で
す
が
、
実
績
は
あ
く
ま
で
過
去
の

話
。
深
い
共
感
や
信
頼
を
得
る
に
は
、

中
長
期
計
画
等
で
掲
げ
た
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
、
大
い
に
意
見
を
交
わ
す

べ
き
で
し
ょ
う
。
生
徒
の
成
長
を
自
学

の
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
一
環
と
考
え
る
な

ら
、
高
校
訪
問
は
単
に
入
試
広
報
の
一

業
務
で
は
な
く
、
中
長
期
計
画
達
成
の

重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
め
ざ
す
未
来

が
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
受
け
入
れ
ら

れ
て
こ
そ
、
自
学
に
好
意
的
な
大
学
ブ

ラ
ン
ド
が
立
ち
上
が
り
ま
す【
図
表
2
】。

　現
状
、
高
校
か
ら
何
の
イ
メ
ー
ジ
も

持
た
れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
大
学
は
、

訪
問
先
を
増
や
す
前
に
、
未
来
に
対
す

る
約
束
を
ト
ッ
プ
が
発
信
し
、
め
ざ
す

ブ
ラ
ン
ド
の
軸
を
定
め
る
べ
き
で
し
ょ

う
。
そ
の
軸
づ
く
り
こ
そ
が
、
所
属
や

立
場
に
か
か
わ
ら
ず
同
じ
ビ
ジ
ョ
ン
を

語
れ
る
組
織
づ
く
り
の
第
一
歩
で
す
。

【図表3】教育の接続につなげる高校訪問見直しの５つのポイント

【図表1】高校教員が生徒に勧める大学（よく勧める＋勧める）

教
育
で
つ
な
が
る
高
校
訪
問

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

特集  合言葉は「学生の成長」 これからの高大接続

高
大
の
担
当
者
が
直
に
接
す
る
高
校
訪
問
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、

教
育
ブ
ラ
ン
ド
形
成
の
効
果
的
な
一
手
と
な
る
。

【図表2】これからのブランドコミュニケーション
～ステークホルダーの関心に合った未来を語らずして大学ブランドは成立しない

未来
を語る

ステークホルダーの関心 ブランド

コンテンツ×コミュニケーション未来志向の進路探究

学んだことが将来どう生かせるのか？

変化する社会でどう生きるか？

社会課題の解決に貢献できるか？

学生の成長ストーリーを
可視化できているか？

（株）進研アド
エリアプランニング部部長

新 井  千 晶
あらいちあき●大学・専門学校
のブランディング、プランニング
の 戦 略 立 案 サポートを行う。
ACCCMフェスティバル（第51
回、第52回地域テレビスポット
地域ファイナリスト）ほか、広告
賞の受賞多数。

知らない大学

大学名のみ知っている大学

学部名を知っている大学

特色・教育の内容を知っている大学

0.0 

（％）

5倍の差

すること

訪問先

主語

目的

つながりにくい訪問 つなげるための訪問 留意点

0 10 20 30 40 50 60

大学からの
約束

訪問
スタッフ

□所属部局以外のことはよく
知らない教職員や、退職した
高校校長など外部スタッフ
中心。目線を合わせる研修
などはあまりない

□入試の変更点や新設改組
など、一方的な情報提供と
受験のお願いだけで終わる

□「大学」が主語
□大学が宣伝したいことを一

方的に話す

□とにかく数重視
□会うべき教員は誰か、戦略は

特にない

□入試や新設改組などの変更
の情報提供のみ

□自学 の 教 育 の 特 色 につい
て、同じ言葉、熱量で語ること
ができる人をチーム化する

□高校教員の困り事や興味・
関心をヒアリングする

□次のコミュニケーションにつ
なげる「宿題」をもらう

□「生徒」が主語
□自学のめざす教 育とその特

色、成果をベースに、高校大
学が連携し、どう生徒（学生）
を成長させていくかを話し合う

□重点校（継続的な入学実績があ
り、さらに増やしたい）、戦略校

（マッチしているはずなのに他大学

にとられている高校）などを選ぶ
□教育に関心の高い教員

□自学の教育について理解し
てもらう機会

□高校の状況、課題の把握

▶誰が訪問しても同じコミュニケーションが
取れるよう、資料を作成し、研修をすると
よい

▶「聞き上手」を心がける
▶「宿題」については、拙速な即答は避けつつ

も、遅くとも１週間以内に回答する
▶提供したい情報については、デジタルツールなど

を活用すると他教員にも共有してもらいやすい

▶高 校 教 員に示す、自学 の 教 育 の 特 長
（ビジョン、プロセス、エビデンス）をそろえ
ておく

▶事前に訪問先の情報を把握し、高校教員
が時間を取りやすい時期にアポイントを
取ったうえで訪問する

▶「 営業 」ではなく、「 相互のコミュニケー
ション」が重要
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